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総合調整会議（２０２１．８．４） 

○日 時 ： 令和３年８月４日（水） 午前８時５５分 ～ 午前１０時３５分 

○場 所 ： 栗東市危機管理センター３階 大研修室 

○出席者 ： 市長、副市長、教育長、部長等 

 

＜会議内容＞ 

１．市長の指示事項 

市長からの指示事項 

[市長] 

・市民政策部長から監査に、決算審査で財政健全化の指標部分を報告いただいた。実質公債

費比率が１３．３％、将来負担比率が１１０．３％という状況で、皆のお陰でここまで改

善された。将来負担比率で言えば３３９％という状況でスタートしたと思うが、ここまで

よく頑張っていただいた。これでも他と比較すると高い状況であり、今後も色々な対応を

図っていかなければならないが、ここまで改善できたことを御礼申し上げる。 

・要望の関係では、なかなか国の方に行けない状況になってきている。ウェブを利用する等

の工夫もあると思うが、人間関係をしっかり築く必要があるので、そうした取り組みを前

進させられるようよろしくお願いしたい。 

・７月１９日から入っている国道８号線のランプ降り口について、混雑していない状況では

あるが、現状をホームページやフェイスブック等を利用し発信してもらいたい。一定の時

期に切り替わったりするため、その周知を忘れることなくお願いしたい。 

・災害の備えということで、皆と迅速に話をするよう努める一方で、危機管理監を中心に、

体制としてできるようにお願いしたい。 

・皆で声をかけ合い、体調管理、感染予防対策や注意喚起を進めていただきたい。 

 

２．報告事項 

 【案件名】栗東市制施行２０周年記念「馬カード」（ホースカード）の作成について 

→市民政策部長、元気創造政策課長から説明 

・市制施行２０周年を迎えることを記念して作成する「馬カード」について、概要等を報告

するもの。 

 【今後のスケジュール】 

  ８月１７日（火） 議会説明会での報告 

  ８月２４日（火） 定例記者会見での発表 

 １０月 ３日（日）～市制施行２０周年記念式典を契機にカードを活用 

 

区分：了 解 
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 【案件名】企業事業資金貸付金（総括・資料）のホームページ掲載について 

→総務部長から説明 

・令和３年５月に取りまとめた「企業事業資金総括」の本編及び資料編について、先の６月

定例会個人質問において公表する旨の答弁をしていることから、別紙の通りホームページ

に掲載するもの。 

 

【公開する内容】 

  企業事業資金貸付について（総括）  

       企業事業資金貸付金総括 本編 

       企業事業資金貸付金総括 資料編 

 

区分：了 解 

 

 【案件名】行政手続のオンライン化について 

→総務部長、総務部次長から説明 

・市民の利便性の向上を目的として、今年度から行政手続きのオンライン化を推進するにあ

たり、新たに制定する条例等の内容、導入するシステム及びスケジュール等について報告

するもの。 

 

区分：了 解 

 

 【案件名】火葬場整備について 

→生活環境部長、環境政策課長から説明 

・火葬場整備にあたり、一部事務組合の設立について、令和３年８月１９日の火葬場及び環

境センター整備特別委員会で説明を行うことについて報告するもの。 

 

区分：了 解 

 

 【案件名】第４回及び第５回ごみ処理施設整備検討委員会の開催結果について 

      ごみ処理施設整備基本構想（案）について 

→生活環境部長、環境センター所長から説明 

・火葬場及び環境センター整備特別委員会（８月１９日開催）、議会説明会資料について報告

するもの。 

【第４回ごみ処理施設整備検討委員会の開催結果について】 

  日時：令和３年４月２２日（木） 午後２時～午後４時１５分 

  場所：栗東市環境センター 研修室 
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【第５回ごみ処理施設整備検討委員会の開催結果について】 

  日時：令和３年５月１９日（水） 午前１０時３０分～午後０時４１分 

  場所：栗東市環境センター 研修室 

 

ごみ処理施設整備検討委員会の開催結果及びごみ処理施設整備基本構想（案）についての

議会説明 

  ８月１９日 火葬場及び環境センター整備特別委員会 

  ９月２８日 議会説明会 

 

区分：再 議 

 

３．閉会 

副市長からの挨拶 

・企業事業資金貸付金の関係で、既に内容については議会でも取りまとめをしていただいて

おり、正式にホームページに掲載すれば様々な意見をいただくということでもある。議会

と十分に調整の上、今後に向けて対応をお願いしたい。 

・行政手続きのオンライン化について、これは全国的な流れであり進めていくものだが、市

民の利便性をいかに高めていくかということで、他市に遅れないようお願いしたい。 

 

以上 


